
第１学年算数科学習指導案
日 時 平成１７年１０月１２日（水）授業１
学 級 １年３組 男子 名 女子 名 計 名15 15 30
場 所 １年３組教室
授業者 教諭 高橋 美穂 及川 明美すこやかサポート

（Ｔ１） （Ｔ２）
１ 単元名 「たしざん」

２ 単元について
( ) 教材観1
本単元にかかる小学校学習指導要領の第１学年の内容には 「加法及び減法の意味について理、
解し、それらを用いることができるようにする 」とある。。
加法計算は、これまで１位数と１位数の加法、１０＋１位数などの計算で、いずれも繰り上が
りのない場合を、また、前単元「ふえたり、へったり」では、３口の加法を学習している。
本単元では、これまでの学習をもとにして、１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方
を理解し、適用する能力を育てることをねらいとしている。繰り上がりのある計算は、これがは
じめてであり、加法計算の基礎として１年生の重要な内容である。
繰り上がるところを「１０といくつ」ととらえることを基本にして、加数または被加数があと
いくつで１０になるかに着目して計算方法を理解させ、定着を図るところが重点となる。
( ) 児童観2
算数の学習に意欲的に取り組む児童は多い。発表に対しても積極的な児童が多く、友達の発表
に対して「同じです 「似ています 「助けます 「ほかに」等の意思表示もできるようになって」 」 」
きている。しかし、学習内容の理解にかなり時間がかかる児童もいるなど個人差もあり、個別指
導を必要とする児童もいる。
また、学習の中で、ひとり学びや練習問題に対し自力で集中して取り組める児童が多い。しか
し、全体の学習だけでは理解ができなかったり、一人で問題に取り組むことに不安感をもったり
するためにひとり学びや練習問題になかなか取り組めない児童が数名いて、常に声がけや援助が
必要である。
本単元にかかわるレディネステストの結果は次の通りである。

１ 繰り上がりのない加法計算ができる ・・・正答率９０％
２ １０までの数の合成・分解ができる ・・・正答率８０％
３ 加法の文章問題をすることができる ・・・正答率９３％
４ 繰り上がりのある加法計算（未習問題）ができる ・・・正答率８３％

繰り上がりのない加法計算はほとんどの児童ができているが、まだ、指を使って計算をしてい
る児童も多く、ブロックや指を使っても正しく計算をすることが難しい児童が１名いる。また、
１０より大きい数の理解や１０までの数の合成・分解については個人差が大きい。特に１０以外
の数の合成・分解については定着が不十分である。繰り上がりのある加法計算の学習では必要な
技能であるので、単元に入る前にレディネスを高めておく必要がある。

( ) 指導観3
指導にあたっては、まず単元の導入として問題作りの場面を設定し、これから自分たちが何を
学習するのかという見通しと繰り上がりのある加法計算に対する興味・関心をもたせるようにす
る。そして、ここで作った問題で学習を進めていくことで、単元を通して意欲をもって学習に取
り組んでいけるようにしたい。
第１小単元においては、児童の作った問題の中から、まず、加数分解の考え方で答えを求める
場面を取り上げる。１０の補数が作りやすいように被加数が９，８，７の場合から導入し、計算
方法を考える段階では結果が１０を超えそうだという見通しのもとに、ブロック操作を通して考
えさせる。ブロックを用いて、被加数を１０にするための補数を見つけ、加数を何と何に分けて
１０のまとまりを作るのか、思考過程に沿って具体的に操作させ 「１０」と「いくつ」の和と、
して答えを求める考え方を理解し適用できるようにさせたい。
第２小単元においては、被加数より加数が大きい数の場面について考えさせる。既習の加数分
解の考え方で答えを導き出すほかに、被加数の方を分解する考え方も取り上げ、ブロック操作を
通してどちらの考え方でも答えが同じであることを確認させる 「１０といくつ」のとらえ方は。
いろいろあることを理解させ、自分の考えやすい方法で計算してよいことを知らせる。
第３小単元においては、カードによる練習を通して、ある程度反射的に答えが求められること
を目指す。大きさ比べ、カード取り、ビンゴなど児童が興味・関心をもって取り組めるゲーム活
動を取り入れ、念頭操作で答えを求めることを繰り返し、速く正確に計算できる力を身に付けさ
せたい。
単元を通して、ブロックによる操作活動を思考の基本とし、思考過程に沿って具体的にブロッ
クを操作させ自分なりの方法で考えられるようにしたい。また、その過程を図や計算図にかき表
す方法を身に付けさせ、念頭操作へのステップとしたい。



３ 単元の目標と評価規準
目 標 評価規準

算数への関心・ ○数の構成や１０の補数などの学 ○１位数どうしの繰り上がりのある加法計
意欲・態度 習経験を生かして、１位数どう 算について、半具体物を用いたり、図に

しの繰り上がりのある加法計算 かいたりしながら進んで考えようとして
のしかたを進んで考えようとす いる。
る。

数学的な考え方 ○２０までの数の構成や１０の補 ○１位数どうしの繰り上がりのある加法計
数に着目して計算のしかたを考 算のしかたについて、１０のまとまりに
えることができる。 着目して考えている。

数量や図形につ ○１位数どうしの繰り上がりのあ ○１位数どうしの繰り上がりのある加法計
いての表現・処 る加法計算ができる。 算について立式し、答えを求めている。
理
数量や図形につ ○１位数どうしの繰り上がりのあ ○１位数どうしの繰り上がりのある計算に
いての知識・理 る加法計算のしかたを理解する ついて、立式のしかたや答えの求め方を
解 ことができる。 理解している。

４ 単元の学習の関連と発展



５ 単元の指導・評価計画（１２時間扱い）

努力を要すると段 時 具体の評価規準

Ａ Ｂ 判断された児童階 間 ・主な学習活動 評価規準 ：十分満 ：おおむ

目 標 への具体的な手○学習課題 【評価の観点】 足できると ね満足でき

立て☆主な支援の手立て （評価方法） 判断する視 ると判断す

点 る視点

問題作りを ・絵を見てどんな場面か話し合 加法を用いる場 加法を用い 加法を用い 挿絵からたし

通して、未習 う。 面をとらえたり、 る場面をとら る場面をとら ざんになるお話

の繰り上がり ・問題作りの約束について確認 ことばで表現した えたり、こと えたり、こと を見つけられる

のある加法計 をする。 りしようとする。 ばで表現した ばで表現した よう、人や動物

１ 算に興味・関 ○たしざんのしきになるおは 【関心・意欲・態 り、式に表わ りしようとし の様子に気付か

心をもつこと なしをつくろう。 度】 したりしよう ている。 せる。

ができる。 ☆被加数 加数を確かめ 合併 （ワークシート、 として、見通、 、 、

増加両方とも加法の式になる 発言、観察） しをもとうと

ことを確認する。 している。

☆作った問題を発表し、これか

と らどんな学習をするのか見通

しをもたせる。

１位数どう ☆既習の加法計算や前時の問題 繰り上がりのあ 繰り上がり 繰り上がり ブロックなど

しの繰り上が 作りを想起させ、自分たちで るたし算のしかた のあるたし算 のあるたし算 の具体物を使い

りのある加法 作った問題や繰り上がりのあ について、１０の のしかたにつ のしかたにつ ながら１０のま

計算で、加数 る加法計算に、興味・関心が まとまりに着目し いて、１０の いて１０のま とまりをつくっ

を分解して計 もてるようにする。 て考え、自分の考 まとまりに着 とまりに着目 て考えるよさに

算する方法に ○９＋□のようなけいさんの えを説明している 目して考え、 して考えてい 気付くことがで。

【 】 。ら ２ ついて理解す しかたをかんがえよう。 数学的な考え方 自分の考えを る。 きるようにする

。ることができ ・９＋□の計算のしかたを考え （ワークシート、 説明している

・ る。 る。 発言）

☆「１０といくつ」の見方をす 加数分解による 加数分解に １０のまと 加数を分けて

３ ることを想起させたり、ブロ 計算のしかたを理 よる計算のし まりをつくる １０のまとまり

ック操作をさせたりして求め 解している。 かたが分かり ために、加数 をつくることを、

させる。 【知識・理解】 その手順を説 を分解する方 ブロックの動き

。１０のまとまりをつくるとよ （ワークシート、 明している。 法が１０をつ で確かめさせる

え い。 観察、発言） くりやすいこ

とを理解して

いる。

１位数どう ☆前時と比べることで、本時の 被加数が８の場 被加数が８ 被加数が８ ブロック操作

しの繰り上が 学習に対する見通しをもたせ 合でも、１０のま の場合でも、 の場合でも、 をもとに、１０

りのある加法 るようにする。 とまりをつくれば １０のまとま １０のまとま のまとまりをつ

で、被加数が ○８＋□のようなけいさんの よいことを理解し りをつくれば りをつくれば くることで容易

８のとき、加 しかたをかんがえよう。 ている。 よいことが分 よいことが分 に答えが得られ

る ４ 数を２と残り ・８＋□の計算のしかたを考え 【知識・理解】 かり、計算図 かり、ブロッ ることを理解さ

の数に分解し る。 （ワークシート、 を用いて表し クを用いて表 せる。

て計算する方 ☆１０のまとまりをつくること 学習プリント、 ている。 している。

法を理解する を想起させる。 発言）

ことができ ８＋□のときも１０のまとま

る。 りをつくるとよい。

・計算練習に取り組む。

１位数どう ☆前時と比べることで、本時の 被加数が７の場 被加数が７ 被加数が７ ブロック操作

しの繰り上が 学習に対する見通しをもたせ 合でも、１０のま の場合でも、 の場合でも、 をもとに、１０

りのある加法 るようにする。 とまりをつくれば １０のまとま １０のまとま のまとまりをつ

で、被加数が よいことを理解し りをつくれば りをつくれば くることで容易

７のとき、加 ○７＋□のようなけいさんの ている。 よいことが分 よいことが分 に答えが得られ

５ 数を３と残り しかたをかんがえよう。 【知識・理解】 かり、計算図 かり、ブロッ ることを理解さ

の数に分解し ・７＋□の計算のしかたを考え （ワークシート、 を用いて表し クを用いて表 せる。

て計算する方 る。 学習プリント、 ている。 している。

法を理解する ☆１０のまとまりをつくること 発言）

ことができ を想起させる。

本 る。 ７＋□のときも１０のまとま

時 りをつくるとよい。

・計算練習に取り組む。



１位数どう 加数分解による １位数どう １位数どう 計算図やブロ

た しの繰り上が ○こたえが１０をこえるたし 計算している。 しの繰り上が しの繰り上が ックをもとに、

し りのある加法 ざんのけいさんをとくいに 【表現・処理】 りのある加法 りのある加法 １０のまとまり

か ６ で、加数を分 なろう。 （ノート・観察） を正確に計算 計算を加数分 を意識させなが

。め 解して計算す している。 解して計算し ら取り組ませる

る る方法を理解 ・計算練習に取り組む。 ている。

することがで

きる。

１位数どう ☆前時と比べることで、本時の 被加数、加数の 前時までと 被加数、加 ９＋○を想起

しの繰り上が 学習に対する見通しをもたせ 大小に関係なく、 の違いをとら 数の大小から させ、１０のま

り加法で、被 るようにする。 １０のまとまりを え被加数、加 １０のまとま とまりをつくれ

と 加数を分解し ○うしろのかずが大きいたし つくることに着目 数の大小から りをつくるこ ばよいことに気

７ て計算する方 ざんのしかたをかんがえよ して考えている。 １０のまとま とに着目して 付かせる。

ら 法について理 う。 数学的な考え方 りがつくりや 考えている。【 】

・ 解することが ・加数が被加数よりも大きい場 （ワークシート、 すい方法に着

え できる。 合の計算のしかたを考える。 観察） 目して考えて

８ ☆被加数を分解して計算する方 いる。

る 法もあることに気付かせる。 被加数分解によ 被加数分解 被加数分解 小さい数を分

うしろのかずを１０のまとま る計算のしかたを による計算の による計算の けて１０のまと

りにするほうほうもある。 理解している。 しかたが分か しかたを理解 まりをつくるこ

・計算練習に取り組む。 【知識・理解】 り、その手順 している。 とをブロックの

（ノート、発言） を説明してい 動きで確かめさ

る。 せる。

た 被加数分解によ 被加数分解 １位数どう 半具体物を用

し ○うしろのかずが大きいたし る計算している。 による計算を しの繰り上が いての計算練習

、か ９ ざんをとくいになろう。 【表現・処理】 正確にしてい りのある加法 を繰り返し行い

め ・計算練習に取り組む。 （ノート、観察） る。 計算を被加数 正しく答えが出

。る 分解して計算 せるようにする

している。

加法の計算 繰り上がりのあ 繰り上がり 繰り上がり 一緒にブロッ

能力を高める ○ビンゴゲームをしてたしざ る１位数どうしの のある１位数 のある１位数 クを操作しなが

ことができ んをとくいになろう。 加法計算ができて どうしの加法 どうしの加法 ら、１０のまと10
る。 ・計算カードを用いてビンゴゲ いる。 計算が念頭で 計算ができて まりをつくらせ

ームをし、繰り上がりのある 【表現・処理】 速く正確にで いる。 る。

ひ １位数どうしの加法計算の練 （ノート、学習プ きている。

習をする。 リント・観察・

ろ 加法の計算 テスト）

能力を高める ○カードあわせげえむをして

ことができ たしざんめいじんになろ11
げ る。 う。

・計算カードを用いてカード合

わせゲームをし、繰り上がり

る のある１位数どうしの加法計

算の練習をする。

加法の計算

能力を高める ○けいんさんカードをつかっ

ことができ たゲームをしてたしざんス12
る。 ーパーめいじんになろう。

・計算カードを用いたいろいろ

な活動を通して、繰り上がり

のある１位数どうしの加法計

算の練習をする。



６ 本時の指導（５／１２ 【モデル学習】）
( ) 目標1
１位数どうしの繰り上がりのある加法で、被加数が７のとき、加数を３と残りの数に分解して
計算する方法を理解することができる。
( ) 本時の指導にあたって2
前時の８＋３の計算では、加数を２と１に分解し、被加数８と２で１０、１０と加数の残りの
１で１１とする方法が操作の回数が少なくより手際がよく、また、１０といくつで分かりやすい
ことを学習した。本時は７＋５の計算を取り上げる。今まで学習してきた加数分解の考えを生か
しながら手際よく、確実に計算ができることをねらいとしている。そこで、答えが１０より大き
くなることから前時と同じように１０のまとまりをつくって計算することに気付かせたい。どの
ように加数を分解し１０をつくればよいかなど、既習事項を生かしながらブロックや図、計算図
を使って自力解決ができるようにしたい。集団解決の場面では、自力解決で取り組んだ図の簡単
な説明にも取り組ませたい。しかし、図をかいたり、その図について説明したりすることについ
ては、学習を始めたばかりであるので、支援をしながら取り組ませたい。また、理解を確実にす
るために適用場面ではコース別学習を取り入れ、一人一人にコースを決定させ、繰り上がりのあ
る加法計算を処理する能力を高め、定着させていきたい。
( ) 展開3
段階 学習活動・学習内容 支援の手立てと評価の観点 準備・

（※Ｔ２の役割） 資料
１ 前時の学習を想起する。 ・前時で使用した物を使い１０のまとま
○ ８＋３の計算 りをつくって計算したことを想起させ
・１０のまとまりをつくって る。

と 計算した ・なぜ３を２と１に分けたのかをしっか
・３を２と１にわけた りと押さえる。

ら
２ 問題を把握する。 ・前時との相違点を明確にし、課題につ ワーク

え ・問題から前時との相違点を考え なげる。 シート
立式する。 紙板書

る
３ 課題を把握する。
７＋５のようなけいさんのしかたをかんがえよう。

４ 見通しをもつ。 ・前時との比較から１０のまとまりをつ
７ ・答え １０より大きい くって計算ができるのではないかとい
分 ・方法 ブロック 図 う着想に導く。

計算図
５ 自力解決に取り組む。
〈予想される児童の反応〉
( ) ブロックを使う。 ・全員が初めにブロック操作を行い、次1

ひ に図、計算図と進ませたい。
た □□□□□□□←□□□ □□ ・図には加数を分解し１０のまとまりを
と ３ ２ つくったことがわかるようにかき、で

１０ きる児童には、簡単な説明も書き込ま
し り １２ せる。

( ) 図を使う。 ・計算図には加数を分解し１０のまとま2
学 りをつくったことが分かるようにかき

か ○○○○○○○←○○○ ○○ 込ませる。
び ３ ２

１０ ※机間指導をし、つまずいている児童
め ７ １２ の支援をする。
分 ( ) 計算図を使う。3

７＋５＝１２
る １０

③ ②

６ 集団解決をする。 ・全員でブロック操作の確認をし、答え ブロッ
と ○自力解決の仕方を確かめる。 を確認し、１０のまとまりをつくるこ ク
も ひとり学びの発表 とを意識させる。18 （１）

分 学 ・答えの確認 ・７はあと３で１０になることを意識づ
び ・ブロック操作の確認 ける。

・図についての確認 ・ブロックと図、計算図を対応させて考
・計算図についての確認 えられるようにする。

※児童が図についての説明をするとき11
分 の補助をする。

それぞれの考え方について話 ・被加数が７であっても考え方は同じで（２）
し合う。 あることの理解を深めさせる。



７ まとめる。
○学習のまとめをする。
７＋５のようなときも、１０のまとまりをつくってけいさんする。 学習プ
８ 適用問題を解く。 ・じっくりコース・どんどんコースは、 リント
問題のやり方を確認する。 教師が答え合わせをする。（１）
問題を解く。 ・すいすいコースは各自で答え合わせを（２）

ま ・じっくりコース する。間違った場合はＴ１かＴ２と一
・どんどんコース 緒に確かめてから直すようにする。
・すいすいコース ・スピードではなく、正確さが大切であ

ることを、声がけする。
じっくり どんどん ※どんどんコース、すいすいコースの
コース →→→ コース 児童を中心に机間指導をし、つまず

と いている児童の支援をする。
↓ ↓

【評価規準】知識・理解↓ ↓
被加数が７の場合でも、１０のまとまりをつく↓ ↓
ればよいことを理解している。

（ワークシート・発言・学習プリント）すいすいコース
具体の評価規準 努力を要すめ

Ａ：十分満足 Ｂ：概ね満足 ると判断さ

すると判 できると れた児童へ

断する視 判断する の具体的な

点 視点 手立て

被加数が７の 被加数が７の ブロック操

場合でも１０ 場合でも１０ 作をもとにる
のまとまりを のまとまりを １０のまと

つくればよい つくればよい まりをつく

ことが分かり ことが分かり ることで容、 、

計算図を用い ブロックを用 易に答えが

て表している いて表してい 得られるこ。

る。 とを理解さ

せる。

・意欲、知識・理解の観点で自己評価を
９ 学習を振り返る。 させる。

２０ ○自己評価を書く。 ・加数を分解して計算する計算の練習を
分 することを予告し、次時への意欲をも

たせたい。

板書計画（４）
もんだい かだい まとめ

７＋５のようなけいさんの ７＋５のようなけいさんの
絵 しかたをかんがえよう。 ときも、１０のまとまりを

つくってけいさんする。
あかいはなが７本あります。

ブロックきいろいはなが５本あります。
はなはあわせてなん本ありま

□□□□□□□←□□□ □□すか。
７ ３ ２

しき ７＋５＝１２ １０ けいさんのしかた
こたえ １２本 １２

①１０をつくるには
みとおし ず ７とあと３
１０より大きい ○○○○○○○←○○○ ○○ ②５を３と２にわける
→１０のまとまりをつくる ７ ３ ２ ③７と３で１０

１０ ④１０と２で
ブロック １２ こたえは１２
ず
けいさんず けいさんず

７＋５＝１２
１０
③ ②


